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【改訂】第 1 版（2009-03-22）
【科目】生物科学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

長阪 玲子

【授業目標・教育方針】
・生物科学を発展させた基礎的技術・研究法について知識があること．
・遺伝子組み換え技術に関する基礎知識があること．
・食品，医療などへの応用と社会生活への影響についての知識をもつこと．

【授業概要】
生命を維持するため，長い時間をかけて生物が進化させてきた仕組みを明らかにする方法を知ること．
また，その仕組みを応用して社会生活に役立てつつある現状を知ること．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：最適な実験を行うためのバイオ実験の原理：大藤　道衛：羊土社：4-7581-0803
参考書：生命科学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0651-2
参考書：理系総合のための生命科学：東京大学生命科学教科書編集委員会：羊土社：4-7581-0711-2
参考書：ポストゲノムの分子生物学入門：村上　康文：講談社：978-4-06-153856-6
参考書：ゲノム工学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0554-6

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書を主体とした通常授業．必要に応じてプリント等を配布して説明する．

【メッセージ】
生命科学をおもに方法論による切り口で紹介するので，その原理と学問上の意義を再確認してほしい．ノートをしっ
かりとり，疑問点はその場で質問すること．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：生物科学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 科学とは何か．生物学とは、　生
物学の方法について

科学的思考のプロセスについて
生物科学を支える技術の例　
観察のための道具．光学顕微鏡と電子顕微鏡の発明な
ど

第 2 回 物理的原理の利用 1
分子の大きさによるふるい分け
について

透析，ゲル濾過，電気泳動法，超遠心分離法について

第 3 回 物理的原理の利用 2
細胞構造の物理的変化を利用し
た破砕・導入・穿刺

細胞破砕，エレクトロポレーション法，マイクロイン
ジェクション法など

第 4ー 5 回 物理的原理の利用 3
蛍光とエネルギー

蛍光の性質，蛍光標識の用途，化学発光との違いにつ
いて，ＧＦＰ，ＦＲＥＴなど

第 6 回 化学的原理の利用 1
生体高分子と低分子化合物の反
応

タンパク質，核酸の修飾，染色について

第 7 回 化学的原理の利用 2
溶液中での生体高分子の状態

生体成分を溶かす溶媒について．試験管内での状態，
緩衝液の役割とその種類

第 8 回 中間試験
第 9 回 ゲノム解析関連技術 1

酵素反応を利用したバイオ実験
について

制限酵素反応，遺伝子組換え技術，逆転写酵素反応，
細胞壁・細胞膜の溶解，ハイブリダイゼーション関連
手法

第 10 回 ゲノム解析関連技術 2
ベクターと宿主プラスミド

バクテリオファージ，大腸菌を宿主とするベクター
系，宿主としてもつべき性質

第 11 － 12 回 タンパク質解析
タンパク質の発現，分析

タンパク質発現系，アミノ酸配列決定法，SDS-PAGE,
ウエスタンブロット法，二次元電気泳動

第 13 回 遺伝子学的解析手法 トランスジェニック技術，アンチセンス RNA と RNAi
技術

第 14 回 バイオインフォマティクスの基
礎

ゲノム解析情報の活用法，ゲノム創薬，ゲノム医療の
展開，ポストゲノム，構造生物学，立体構造シミュ
レーション，リガンドドッキング

第 15 回 まとめ　期末試験 まとめと演習
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